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乾材 を害する 日本産シバ ン ム シ類の解説

田 中　 和 夫
＊

Japanese　Anobiid　Beetles　as 　Pests　of　Dry　Wood

Kazuo　TANAKA

1．序 言

　シ バ ン ム シ （死番 虫）は 英語 の death− watch の

訳名で ある 。
こ の 虫は ヨ

ーロ ッ パ に分布す る マ ダ

ラ シ バ ン ム シ Xestobium 　mfovitlOSttm で
， 幼虫は

古材 を食害 し成虫は頭部で コ ッ コ ッ と木を叩 い て

異性に信号を送る 。 重病人 をか ・ えた 占い 家で夜

に なる と こ の 音が 聞えて くる 。
ヨ
ー

ロ ッ パ の 人々

が， こ れ を 死 を 予 告す る 時計 の 音 と 做 し て

death− watch と名づ けた 。 日本で は 草創期 の 昆虫

学者が watch を
“

見張 り、
の 方の 意 に解釈 し て 死

番虫 と名付 け，こ れが こ の 類の 標準和名 とな っ た 。

こ の 仲間の 中で 人間生活に関 りの ある も の に は，

材木 を害する もの と乾燥食品を害する もの とある 。

又，日本独特 の 畳 を食害す る種もあ り，こ の 様に

こ の 虫は屋内害虫 と し て最 も重要 なもの の
一’

ッ で

ある 。 なお，乾材 を食 う種 は英国で は家具 の 被害

が 多い の で furniture　beetleと呼ばれ，食品 を害

する種に は 加害対象に よ り cigarette 　beetle，　bread

beetle，　drugstore　beetleな どの 呼び名が あ る 。 日

本では生薬を害す る種に ク ス リヤ ナ カ セ と い う和

名が与 えられた こ とがある 。

　本稿で は乾材 を害する種に つ い て解説する が，

分類上参考となる べ き形態の解説図 を割愛 した の

で
，

こ れ に つ い て は 精細美麗 な 図を伴っ た酒井

（1981）を参照 され た い
。

　執筆にあた り日頃貴重な御教示に 与 っ て い る愛

媛大医学部酒井雅博博士に 深謝の 意を表する次第

で ある 。

［．科の 形態的特徴

（i） 成虫 。 概形円筒形又 は楕円球形，前体部下 曲

　し，触角 ・脚 は通常体 に密着で きる 。 頭部は前

　胸よ り幅狭 く下 口式，通常前胸 の 下 に か く さ れ

＊

東大医科研寄生虫
・
帝装化成虫害研

　て 全部又は大部分が上か らは見 えな い
。 触角は

　9 − 11節，複眼の 前方で 前頭 の 側部に つ き， 左

　右の 触角基部 間の 距離 は触角第 1節の 長さよ り

　大 きい ；鋸歯状，櫛歯状又は 末端 3 節が長大 と

　なる 。 時に 鋸歯状型の鋸歯が不明瞭の こ とが あ

　るが典型的な糸状 となる こ と は ほ とん どない
。

　末端に密接 し た明瞭な球桿 を形成する こ とはな

　い
。 申眼はな い

。 前胸は上 翅よ り幅狭い か殆 ど

　同幅，前縁 は フ
ー

ド状に伸長 し頭部 を覆 っ て い

　る 。 上 翅は通常腹部末端まで 被 っ て い る が稀 に

　尾節板が露出する もの がある 。 前胸板は基節後

　方 に仲長する こ とはない
。 前基節窩は 浅く後方

　は内部で 閉ぢて い る 。中胸後側板 は中基節窩 に

　達 し な い
。 前中後脚共基節窩は僅か に又 は明瞭

　に左右相隔離 して い る 。 腹部腹板は 5節が外部

　か ら見え
， 第 1 節は特に大 となる こ と は ない 。

　第 8腹節に は明瞭 な気門が ある 。 各脚 には末端

　截断状 の 明瞭な転節が あ り，附節は 5 − 5 − 5

　で 第 1節が特 に短 くな る こ とはな い
。 前基節は

　強 く突出 し基部で離 れて い て も屡々 末端部で 左

　右相接する 。 後基節 は後方 に腿節 を入れ る溝が

　あ る 。 ♂交尾器は三裂型。

  　幼虫 。
コ ガネ ム シ型 で湾曲し前体部太 く後方

　細まる 。 肉質で柔軟， 背板億 硬化 し な い
。 頭 部

　は前胸の 中に引 き込 まれる こ と な く，触角は甚

　だ短 く通常 1節よ りな る 。 口器下［型 ， 大腮は

　少な くと も 2 歯 を先端 に 具え mola を欠 く。 小

　腮は明瞭な外葉内葉を有する ；小腮肢 3 節，下

　唇肢 2 節 。 胸部気門は前中胸間の 節間膜上 か前

　胸の 後側部にある 。 胸腹部背板 に は多数の 小棘

　よ りなる横帯が ある 。 腹部第 1 − 8節 に気門が

　ある 。 末端節 に は 尾突起 ， 長剛毛共にな い
。 脚

　は 短 く 5節 よ りなるが時に転節は 不明瞭 。 爪は

　 1 本 。 中腸前端に mycetome を有す る 。
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皿．分類 と分布

　シ バ ム シ科は多食亜 目 P・lyphagaの ナ ガ シ ン ク

イ ム シ主科 Bostrichoideaに属 し ヒ ョ ウ ホ ン ム シ

科 Ptinidaeに 最 も近 く，両者は 合せ て 一
科 と し

て取扱われる こ ともある 。 ナガ シ ン クイ ム シ主科

に は
，

こ の 他ナ ガ シ ン クイ ム シ科 Bostrichidaeと

ヒ ラ タキクイ ム シ科 Lyctidaeが属 し
， 何れ も屋

内害虫 と して 重要 な位置を占め て い る 。

　ヒ ョ ウホ ン ム シ科 は
一
般 に体制が シ バ ン ム シ科

よ り特化 して い る 。 触角は常に糸状 で前頭の 上而

に つ き， 左右 の 間隔は触角第 1節 の 長 さよ り短い
。

前胸板突起は後方 に伸長 し中胸板前縁 中央に 受容

さ れ る 。 幼虫で は背板 に棘毛帯 な く，胸部気門は

前胸側面前縁又は中胸側面に ある 。 材を食う種類

はない 。

　ナガ シ ン ク イ ム シ科 と ヒ ラ タ キク イム シ科 は共

PIC（1912）

に 触角末端 2 − 3 節が膨大密接 し て球稈 を形成 し
，

転節末端 は斜に腿節と関節し
， 後基節 は腿節 を受

容する溝 をもたな い
。 幼虫は 3節よ りなる触角 を

有 し mycetome を後腸前端 にもつ
。

　 シバ ン ム シ科は 全世界に分布するが温帯地方に

繁栄 してお り，ア フ リカ
， 南米 とオース トラ リ ア

区に は少な い
。 1912年に PIcの 編纂 した JUNK の

カ タ ロ グに は88属911種が採録 さ れ て い る。 日本

産の もの は こ の カタ ロ グで は14属20種に すぎない 。

酒井 （1981）に よ る と現在では全世界で約 2千種，

日本産は約50種で ある 。 P［C （1912）は全 LU
’
＄
E ：

の 本

科 を 8 亜 科 に 分 け， WHm （1970，
1971）は 北米

の も の を 7 亜科 に分類 した。 そ の 根據は必ず しも

説得的で な く更 に検討 を要する様 に 思わ れる の で ，

こ ・ で は下に両者 の 対照表を示すに止め る 。

WIIITE （ユ970，1971）

1．　　Hedobiinae

l：・ 謙灘 ｝
4．

＊

Anobiinae

5．＊

Ptilininae

6． CerQcosminae（チ リ
ー
特産）

7．
＊

Xyletininae

8．　 Dorcatorrlinae

　 日本産 の シ バ ン ム シ は Plc の Dryophilinaeと

Cerocosminae以外 の 6 亜科 に わた っ て い る 。
こ

の うち上記表の P匸c の 項で ＊ を附 し た 4 亜科が 日

本産の屋内害虫 を含ん で い る 。 畳 の害虫 と して 著

名 な ク シ ヒ ゲ シ バ ン ム シ の 属 する Ptiiineurus属

は腹部が膨大 し尾節板が垂直で 完全 に露出し，前

胸後縁が強 く波曲 し，そ の 弯入部に 上翅基部の 隆

起突出部が はめ こ まれ る など特異で あ り，触角は

Ptilinus属同様 ♂は 櫛歯状，♀は 明瞭な鋸歯状 を

呈 す る 。 Plc は Ptilininaeに
，
　 WHITE は Iled。−

biinaeに入れたが ，どち らに入れ る の もため らわ

れ る 。 次節で 日本産の 属の検索表を示す が， こ ・

で は漸定的に本属一属 で
一一亜科の取扱 い とする 。

Hedobiinae（十 PtilineuntS）

Dryophilinae

Anobiinae

Ptilininae（
− f’t−iliηeurtts ）

　 Xyletininae

｛蠶 鑑
IV．日本産シバ ン ム シ科の 属の 検索表

（
＊

日本産の 屋内害虫 を含む属）

1 ，第 1 腹板 には後脚 を受容れる凹 み又 は溝は な

　 い
。 体は

一
般に長形 。 　…・…・………………　2

一
第 1 腹板 に は後脚 を受容する 凹み か溝が ある 。

　体は 一般 に短 い
。 〔Dorcatominaeと Tricoryni．

　 nae 〕

2 ．尾節板は完全に露出して い る 。 〔Ptilineurinae〕

　 ・……………………・・・・…………・Ptiline”rttS
＊

一
　尾節板 は上翅 に完全 に被わ れる 。　

…・・…
　 3

3 ．体を縮め た時，頭部は後胸板 に達 しない
。

…

　
・…一一・一一・・・…t・t・・tt・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・…　4

一
体 を縮 め た 時，頭 部 は 後胸 板 に達 す る。

　 〔Xyletininae〕　…・・・・……・…・…………・……　17
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4 ．触角は末端 3節が長大 となる こ とはない
。

…

　 　 　 　 　　 　 　 　 　　・▼・・・・・・・・…一・・・・・…一・・ 5
一

　触角末端 3節は長大 となる （3 − 6節 よ り明

　か に大 きい ）。 　
・…・・…・・・・……・・……・………

　7

5．前胚節末端に歯 を欠 く ；触角 は両性共単純か

　弱鋸歯状。〔Hedobiinae〕 ……一・・…………
　6

一
　前脛節 は末端 に歯を具 える ；触角は櫛歯状

　（♂）又 は明瞭な鋸歯状 （♀〉。 〔Ptilininae〕…

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ＊

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ……・　Ptiltnus

6．前胸は側縁稜を欠 く。 　
……・……… Hed・bia

一
　前胸は基部か ら前縁近 くに達する側縁稜が あ

　 る 。 　
・…・……・……・…・…・…………噛Anhedobia

7．前胸腹面は扁平か凸隆する ；上翅は点刻条 を

　 欠 く か又 は 不明瞭 な もの が あ る に す ぎな い
。

　 〔Ernobilnae〕　………・・………………・…
　
…・

　8

一 前 胸 腹 面 は 凹 ん で 頭 部 を 受 容 す る

　 〔Anobiinae〕　………・……………・……・…・・10

8 ．前胸側縁稜は基部近くで 明瞭， 前方で消失す

　 るか不明瞭 と なる 。 　
……・・・・・……… Episenms

一　前胸側縁稜は全長に わた っ て 明瞭 。　 ・…・ 9

9 ．前胸板は よ り長 く前基節直径 の 約 竃；前基節

　は 左右僅か に相隔る ；上翅 は毛斑 を形成する 。

　 　 　 　 　　 　 　 　 　 ……………・…
　Xestobium

−一 前胸板は よ り短 く前基節直径 の 約t 一
壱 ；前

　 基節は左右相接する ；上翅は 一様 に横臥毛で 被

　わ れ る 。 　………………’”…’……” ErnobittS
＊

10．腹部腹板は全て 分離 して い る 。　 ・…一 … 11
一

　腹部腹板の少な くともい くつ か は融合して い

　 る 。 　
………………・…・…・…………・……・… 14

11．前胸板突起 は V 字型 で 先端 へ 細 まる ；前
・中

　 基節は左右相接するか僅か に相隔る 。 　
・・… 12

一　前胸板突起 は両側平行で 末端截断状又は弯入

　 する ，前 ・中基節は左右明か に相隔る 。　
… 13

12．触角第 9 ・10節は先端に向い 幅広 とな る ；上

　翅 は 直立毛 と横臥毛を具える 。

…・Stes・obittm ＊

一
　触角第 9 ・10節は円筒形 ；上翅 の 毛 は横臥毛

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ＊

　 の み。　
・………・…・…・…−t・・……・Olis・Oineras

l3．前胸 の トサ カ状隆起，体一F の 顕著な毛斑 ，
上

　翅 間室 の 顆粒何 れ もな い （不 明瞭 な毛斑 は あ

　る ）D 　………・…・……・…・・………… Nicobium
＊

一
　前胸背に トサ カ状の 隆起 を具え体上は 顕著な

　毛斑 を有 し上翅閭室 に は顆粒が ある 。

　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　・………・
　Trichodesma

14．触角 11節 ；腹部腹板 2 − 5節は融合し縫合線

　は 中央で 不明暸となる ；上翅 は強 い 点刻条 を具

　える
。 　

・・…………・…・・・………・…・・・・・・・…… 15

一
　触角10節以下 ；腹部腹板 1 − 2節 は融合 し縫

　合線は 中央で 弱 くな る 。 　
…・・………………

　 16

15．触角末端 3 節を合 した もの は 1 − 8節を合 し

　た もの よ り短 い n 　………・…・……・Priobittm
＊

一　触角末端 3節 を合 した もの は 1 − 8節 を合 し

　た も の と同長か又は よ り長 い
。 　 ffadrobregmus

I6．触角10節 ；前胸側縁稜は基部近 くの みで明瞭 ；

　上 翅 は条刻が ある 。 　……………・Gastrallus
＊

一　触角は 9節 ；前胸側縁稜は前縁近 くまで 明瞭，

　上 翅 は条刻はな い
。 　・……… Fatsogastratl” S

＊

17．上翅側縁に は不連續な小歯列が ある ；前胸板

　は よ り長 く基節前方の 部分は前基節の 長 さ の 壱

　以上 ；腹部背板は強 くキ チ ン 化 し複雑な刻印が

　 ある ；中胸後側板は強く内曲する ；触肢末端節

　 は先端に向い 細 ま る 。　
・……・…………・…・・18

−
　一ヒ翅側縁 に小歯列を欠 く ；前胸板は よ り短 く

　基節前方の 部分 は前基節の 長さの 当以下 ；腹部

　背板の キチ ン 化弱 く滑か ；中胸後側板の傾斜は

　弱い ；触肢 末端節 は先端に 向い 幅広 となる。…

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 19

18，触角は鋸歯状 ， 第 4 ・6 ・8節は他節と同様 ；

　 体上 は密に点刻 され る ；上翅の 条線は甚だ不明

　瞭 。　　…・…・…・・一・………・…−　Pseudomesothes
＊

一　触角は 5， 7 ， 9
，
10節が 内方に伸 長し櫛歯

　状 を呈 し
，

4 ， 6， 8節は著 し く小 さ い ；体上

　 は顆粒を具 える ；上翅は基部側方に 3 条刻を有

　 す る
。 　

・・……………・…………・・… 1）eTvptiltnus

19，上 翅は条線を具える ；後胸板 は前方に緩 く傾

　 斜 し，隆起線 は な い
。　

・…………・… Xytetintts
一　上 翅 に 条線を欠 く ；後胸板前方は強 く急 に傾

　 斜 し
， 傾斜部の 後縁は少な くとも中央部は隆起

　 線によ っ て界され る 。 　
…・…・……………… 20

20．触角は鋸歯状，末端 3節 は長大 とな らな い ；

　 後胸板前方の 傾斜部は後縁全長わ た っ て 隆起線
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ＊

　 で 界 さ れ る 。 　 ・……・・…………… Lasioderma

一　触角の 末端 3節は 長大 と な る ；後胸板前力 の
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傾斜部の 後縁は中央部の み 隆起線で 界 され る 。

°’’’’”°’…’’’’’’’”‘’°…’”…’…’…t’t…’tMegorama

　こ の 検索表の うち Xyletininaeの 部分 は SAKAI

（1975）に よ っ た
。 　Tricoryninae と Dorcatominae

には 9属が 日本に産するが
， 何れも野外性 の もの

で屋内害虫はな い
。

V ．生態 と経済的重要性

　 本科の幼虫は枯木を食 うもの と茸類 を食 うも の

とあ り
，

Dorcatominaeと Tricoryninaeが後者で
，

他 の 大部分が前者で
，

こ の 中か ら畳，書籍 ， 乾燥

食品を害する もの が派生 した と考 えられる 。 食糧

害虫化 した種は本来の食餌であ る植物質だけ で な

く動物質まで食餌の 範囲を拡げて い る
。

　 シ バ ン ム シの 幼虫 は
一

般に食餌で あ る材又は茸
の 中に孔道を穿 っ て生活して い る 。 材は茸中の澱

粉，糖質，蛋白質の みな らず腸中の セ ル ラーゼ に

よ っ て細胞膜 を構成 して い る セ ル ロ ーズ，ヘ ミ セ

ル ロ ーズ を も消化する こ と がで きる 。 幼虫は 中腸

の 前端に mycetome と呼ば れ る 盲襄 を も っ て い て
，

こ の 中に イー
ス トが共生 して い る 。

＊

こ の イ
ー

ス

トが セ ル ラ
ー

ゼ を産生 する と か或は空気中の 窒素

を固定する とい う説が あるが何れ も誤 で ，た だ共

生者が産出す る vitamin 類は幼虫の 栄養 に欠 くべ

か らざ る もの とな っ て い る と い う（PARKIN　1940）。

こ の共生者は ♀成虫の 輸卵管 に開口する 分泌腺に

移行 し
， 産卵の 際分泌液と共に卵殻 の 表面に つ く。

孵化 し た幼虫は 多くの 昆虫に見 られる様に卵殻 を

食う性質をも っ て い る の で，そ れ と共に共生者 も

消化管内に と り こ まれ，こ の様 に して 共生者は継

代 され る 。

　材 を食 う種が人間生 活に関 り，こ れか ら派生 し

て 食品害虫とな っ た と考えられ る ジ ン サ ン シバ ン

ム シ と タ バ コ シ バ ン ム シは汎世界的に分布 し至る

所で大害虫となっ て い る 。 シバ ン ム シ科の生態生

活史は ヨ ーロ ッ パ の 乾材害虫イ エ シバ ン ム シ が詳
＊

近似 の ナ ガ シ ン ク イム シ科の 幼虫 で は，こ の 盲襄 は

後腸前端 に あ り 共生 者 は バ ク テ リ ア で，幼虫 は セ ル

ロ
ーズ，ヘ ミセ ル ロ

ーズ を消化 で きな い
。

細 に研究さ れ て お り ， 口本で は
“
ジ ン サ ン

”
，

“
タ

バ コ
”
の 他畳害虫の ク シ ヒ ゲ シ バ ン ム シ に つ い て

報告が ある 。 食品を害する種につ い て は別の機会

に譲 り，
こ ・ で は材を食う種の 生態 と被害に つ い

て
一
般 的なこ と を述 べ る 。

　 シバ ン ム シ類の 食害 を受ける材 は 一般 に古い 乾

材で
， 生木や新 しい 材木は加害 されない

。 シ バ ン

ム シの種 と加害 され る樹種 との 関係は狭 い 特定的

な もの で はな く，同種の シ バ ン ム シ が多種 の材 を

害 し
， 軟材 （針葉樹材）硬材 （広葉樹材）の 別なく加

害する種も多い
。 材は通常芯材辺材 の 区別 な く加

害 され る が，どちらか と言 えば表面 に近 い 方が よ

り被害をうける 。 種に よ っ て は樹皮 も食害する 。

幼虫 は通常材の 表面 を損 うこ と な く内部を食害す

る。孔道 を穿つ が蚕入 した個体が多 い 時は孔道は

互 に連絡 して しま い 全面あます所な く食害され た

状態 となる こ と も多い
。 孔道の 中は微粒状の幼虫

の 糞（その 形は種の 特徴 を表すこ とがある）と幼虫

が 噛 り散 ら した 木屑 と の 混合物 で ある 粉状物

（frass）で 満た さ れ ，被害が大 きい 時は材の 表面

を薄 く残 して 内部が 全 く frass化 し て し ま う。

従 っ て 外 か ら見 て
一

見健全 で あ っ て も内部 が

frass化 し て 既 に材木 と して の 強度が 失わ れ て い

る こ とが多い の で ，被害の 早期発見が シ バ ン ム シ

の 場合 と りわけ重要で ある
。 幼虫は一

般に成育に

長時間を要 し自然界で は
一

年
一

世代 ら し い が ，人

為環境下で は 2 年以上 を要する こ とが多い
。 老熟

した幼虫は材 の 表面近 くに進ん で蛹室を作り蛹化

する 。 羽化 した 成虫は 自力で 丸い 穴 をあ けて 材か

ら脱出す る 。 成虫は大体食物 をと らず，又，二 度

と材に穴 をあけ る こ と もな い
。 従 っ て 材の 表面に

あけ られた穴 の 数は羽化脱出 した成虫 の 数を正確

に反 映 し て い る 。 ヨー
ロ ッ パ の Ptitinus　pectini．

comis は 例外で ，♀は交尾後材 中に 6 − 12mmの孔

道を作 り，そ の 壁面か ら0．5− 1．Ommの 深 さの 導管

内腟に 産卵 し，産卵後 もこ の孔道の 中に留 っ て死

ぬ こ とが多い
。 本属の 他 の 種も類似の 習性を もっ

て い る もの と思われ るが
，

こ れは ヒ ラ タキクイ ム

シや ナ ガシ ン ク イム シ に見られ る習性で ，シバ ン

ム シ科で は例外で あ る 。 成虫は 野外で は枯枝や発

生源附近の 樹葉上 に とま っ て い る こ とが よ くあ る 。
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夜，電灯に飛来する種もあ る 。
ヨ
ーロ

ッ
パ の マ ダ

ラ シ バ ン ム シ Xestobium　r”fovillos”m の 成 虫

は ♂♀共頭部で 木の表面を叩い て 音 を出す。こ れ

は異性間の信号 と考 えられ て い る 。 幅広で 下面 に

短毛の 生えた附節が振動を感知する とい われ る 。

こ の 発音は ヨ
ー

ロ ッ パ で 古 くか ら知 られ て お り，

death− watch の 名もこ れ に由来するが
， 詳細な科

学的研究 はま だ不十分で あ る 。

　産卵 は材の 表面の 割 目， 成虫の 脱且i孔 など の 凹

所に バ ラ バ ラ に される 。 孵化した第 1令幼虫は あ

ま り弯曲 して お らず ，
2令 に な っ て は じめ て 弯曲

し前端に向い 太 ま っ て い る典型的なシ バ ン ム シ型

の幼虫 となる 。

　 ヨ ーロ ッ パ で は シ バ ン ム シ類 は年月 を経 た古い

材の み を害する と信ぜ られ て い る。例えば軟材 は

20年以上
， 硬材は60年以上経 っ た もの で なけれ ば

食われ な い
。 従 っ て ，例えば家具が シバ ン ム シの

食害を受けた場合，
そ の 家具は年代の古 い もの で

骨董的価値の ある もの で ある こ とを証明する もの

だ と言われ る 。 しか しそ うで はな い とい う見解 も

ある 。実際に は 7 − 9 年 の 材が すで に食害 を受け

て い る 。 シバ ン ム シ類は
一一
般に産卵数が少な く成

長に長時間を要し ， しか も表面に被害が現れ ない

為 ， 加害が蔓延して 被害が顕在化する の に長年月

を要し，あたか も数十年 を経た古い 材木の み を食

害す る 様 に 見 え る の で あ る と い う （BLETCHLEY

1957， HICKIN　1968に よ る）。

　木造の 家具建築物の シバ ン ム シ によ る被害は

ヨ
ーロ ッ パ で 特 に多 い 様で ある 。 加害種の 筆頭 は

イ エ シ バ ン ム シ Anobium 　panctatτtm （common

furniture　beetle）で 次位 は マ ダ ラ シ バ ン ム シ で あ

る 。 両種共 日本に い な い が酒井 （1981）は侵入の 可

能性がある と し て 上記 の和名 を与えた 。 イ エ シバ

ン ム シは ヨ
ー

ロ ッ パ 原産で北米，オ
ース トラ リア，

ニ ュ
ージ ー

ラ ン ド， 南ア フ リカ に 人為的に拡が り，

オ
ー

ス トラ リア と ニ ュ
ージ ー

ラ ン ドで は大害虫 と

な っ て い る 。 イギリス で は 昔は非常 に古い 家の み

が被害に遭っ たが，第二 次大戦後 ， 大量の外材が

輸入 され建築材 と して 使われ る様にな っ てか ら被

害が 目立ちは じめ，20年〜30年の 家が加害 さ れ る

様 にな り， 全木造家屋の 50％が多か れ少なか れ こ

の 種の 被害を蒙 っ て い る と い う。
1963年に は英国

の PCO50 社の主要な仕事が家具建材害虫対策 と

な り，そ の 中の 80％が イエ シバ ン ム シに関する も

の であ っ た 。 そ の 対策に要 した費用は年20億円で

あ り，
こ の ほ か に殺虫剤と取替えた建材で 大体同

額が費された 。
ニ ュ

ー
ジ
ー

ラ ン ドで は1949年人口

僅か 200万の こ の国で 1億 2 千万円が シ バ ン ム シ

対策に使わ れ た 。

　 日本で の シ バ ン ム シ の 害は古い 木造 （ヒ ノ キ，

マ ツ等）の彫刻 など の場合が多 く，従 っ て古典的

な美術品が被害に遭 い ，金銭的に算出 し難い 損失

を招 く こ とがある 。 犯人はケブ カシ シバ ン ム シの

例が最も多く，ク ロ ノ コ ヒ ゲ シバ ン ム シ の場合も

報告 さ れ て い る
。 建材 を害し た 顕著な例 は 2 ッ だ

けで あ る 。 その
一

ッ は昭和 9年新潟県西頚城郡能

生谷村で起 っ た もの で ，小学校 の ブナ の 梁材 （173

× 294mm）が加害 されて破折 し
，

二 階の 床が墜落す

る惨事となっ た（森1935，1936，1937）。被害は 同

村 内に か な りあ っ た ら しい が，そ れ以上拡が る こ

と もな く， 又期間 も
一

時的に終 っ た様で ある 。

加害種は 当時は ヨ
ー

ロ ッ パ と共通 の 種 （Ptitinus

Pectinicomis　LINNR ）と され，ノ ウ タ ニ シ バ ン ム シ

と名付 けられ たが
， 最近 ， 酒井 （1982）が 日本固有

の カ ツ ラク シ ヒ ゲ シ バ ン ム シ で ある こ とを考証 し

た 。
こ の 種による被害はそ の 後，北海道有珠郡で

一件報告 さ れ て い る （松下1943）。 もう一
ツ は 1983

年に静岡県島田市で発見された オ オナ ガシ バ ン ム

シ に よ る もの で ある 。 こ の場合 も小学校 で体育館

の 床の 大引 き，根太，床板が広 く食害され発見さ

れ た時 はすで に こ れ ら材の 取替えが必要で あ る段

階にな っ て い た （田中1984）。

　 オ オ ナ ガ シ バ ン ム シ も カ ツ ラ ク シ ヒ ゲ シ バ ン ム

シ も 日本固有種で 然 も国内で も普偏的に は分布 し

て い ない 種で ある 。 こ の様 な もの は固有の 生態系

の 中に組み こ まれ て い る の で 通常は大発生 し大害

虫 となる こ とはな い
。 しか し開発が急速に進行し

て い る世の 中で は条件次第で こ の 様な在来固有種

の 大発生を許す環境が で きる こ ともあり得るわ け

で あ り，必ず しも楽観 は で きない と考え られ る 。
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W ．重要種の解説

　日本産の シバ ン ム シ の 中で 乾材に 関 して 実害の

あ っ た こ とが報告され た の は下記の 6種で ある 。

L 　　ク シ ヒ ゲ シ バ ン ム シ 1’tilineunts　 marmoratus

　REITTER　，1877

2． マ ツザイシ バ ン ム シ Emaobi”s　mollis 　LINNE ，

　 17583

．　 ケブカシバ ン ム シ Nicobium　castaneum 　OLIVIER，

　 17904

．　オ オ ナ ガ シ バ ン ム シ Priobium　cy “ndricum

　NAKANE ，1963

5．　ノ ウ タ ニ シ バ ン ム シ Ptilinus　cercidiPhylti

　 K6NO　et　KIM，1937

6．　ク ロ ノ コ ヒゲ シ バ ン ム シ Pseudomesothes　pml．

　verulentus 　REITTER，1877

　 以上 の ほ か， ア カ チ ヤ ホ ソ シ バ ン ム シ αレ

gomerus 　iaPonicus　SAKAI，1982 ； トサ カシバ ン ム シ

Tricodesmα fasciculαre　REITTER
，
1877；

エ ゾ マ ッ シ

バ ン ム シ H αdrobregm ％ s　Pertinax　LINNE
，
1758の 3

種 が乾材害虫 とな る 叮能性が ある と さ れ て い る

（酒井 1981）。

　イエ シ バ ン ム シ は 日本に は産 し な い が
， 前章で

述べ た様に ヨ ーロ ッ パ で は甚だ重要な害虫で 日本

に も侵入する 可能性が あ る と され て お り， 又 ， 日

本の 乾材害虫 と して の シバ ン ム シ の 生態は ほ と ん

ど研 究 され て い ない が，こ の イ エ シ バ ン ム シ は

ヨ ーロ ッ パ で 詳細に調 べ られ て い る の で
，

こ れ を

紹介する意味か ら も日本産の 上記 6種の解説に先

立 っ て本種か ら述 べ る こ と とする 。

1．　イエ シ バ ン ム シ Anebium　pmnctatum　DEGEER

乱common 　furniture　beetle）

　本種の属 する A π醐 猟 属 は 日本 に は い な い の

で 第IV章の 検索表に出て こ な い が， こ れ で 辿る と

Nicobium属の 所 に落 ち る。 日本の Nicobium属 は

ケブ カ シ バ ン ム シ
ー
種の み で

，
こ の 種は体表に横

臥毛ど直立毛 を両方具え，翅鞘に通常不鮮明な毛

斑がある 。 イエ シバ ン ム シで は体表の 毛は横臥毛

の み で
， 又 ， 毛斑 は全 くな い

。 イ エ シ バ ン ム シ に

体形が似 て い る Pri・bium　（日本で は オ オ ナ ガ シ バ

ン ム シ 1 種）と H αdrobregmus （日本で は エ ゾマ ッ

シバ ン ム シと H ．n αgaii の 2種）とは腹部腹板各節

が融合する こ とな く環節が全て 明瞭で ある こ とで

区別さ れ る
。 又 ，

イエ シ バ ン ム シ の触角末端 3 節

の 和は残り 1 − 8節を合した もの よ り長 く，こ の

点で もオ オナ ガ シ バ ン ム シ か ら区別で きる 。 成虫

の 体長は2．5− 5．Omm。

　幼虫の 形態 （PARKlN　1933 に よ る）。 老熟 し た も

の 体長約 7mm。 前頭前縁の濃色部 は横位で 幅長 さ

の約 5倍 ， 後縁の界線は明瞭で ある 。 前縁の 刺毛

は 1 対 。 頭楯の幅 は長 さ の 4 倍，後角に それぞ れ

2刺毛 を有する 。 上唇は半円形 ；大腮 は 3歯を具

え る ；小腮基節前外角 に 1 本の刺毛がある 。 中胸

背板前褶 は横溝で 2分 される。後胸背板前褶は小

棘毛よ りな る横帯 を具え る
， 小棘毛 は正中線で 2

〜 3列。 胸気門は前中胸問 の 節問膜上 にあ る 。 脚

は 5 節で 各節は明瞭 。 腹部 1 〜 7 節背板前褶に小

棘 よ りなる横帯 を有する ；第 8 〜10節に は こ れ を

欠 く ；第 1 − 6節で は小棘は 2列， 7 節で は 1列 。

腹部気内輪 に は ほ とん ど気門直径 と同長 の 甚だ長

い 突出部が ある 。 糞は紡錘形又は円筒形 。

　分布 。 ヨーロ ッ パ
。 入為的に北 ア メ リカ，オ

ー

ス ト ラ リ ア， ニ ュ
ー

ジ
ー

ラ ン ド
， 南ア メ リ カ

（1940年頃）に移入 された 。 北ア メ リカ へ の移入は

100年位前 と言わ れ て い るが 同大陸で は 分布 は未

だ に極地的で あ る とい う。

　生活史。 成虫は晩春か ら初夏にか けて羽化 し，

まもな く交尾する 。 交尾は 1 回に限られない
。 ♂

は群集 を作 る こ と が観察され て い る 。
こ の群集の

中に は僅少 の ♀が見出 さ れ る 。 成虫の 寿命 は通常

20日内外 ， 最長30日 。
シ ョ ッ クを受けた時 は所謂

擬死 をする 。 産卵は昼 間行われ材表面 の 凹所 に 1

個つ つ また は 2 〜 4個並べ て産附する 。

一
匹の ♀

の 産卵数は少 く最大80個 ， 平均 28個で ある。 卵は

0．55× 0．35mm．白色，楕円体で
一

端青は や ・ 幅

広 く表面に微細 な凹点が多数あるが，他端9 は 平

滑で ある 。 卵期は 20℃で 平均15．5日 （RH 　87％）又

は23，30 （RH　43％）である 。 22．5℃ に於ける孵化

率 は RH 　65− 95％で 80− 90％，　 RH 　45％で は孵化

しな い
。 第 1令幼虫は 自己の 体長 と同長の 孔道を

うが つ と第 1 回目の 脱皮 をす る 。 RH　90％下 で 若
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令幼虫は12− 19℃
， 老令幼虫は 17− 27℃で 正常 に

発育する。最適温度 は 22．O− 23．5℃で ある 。 湿度

は 重要 な factorで 20℃ の 条件下 で，孵化 した ば

か りの 幼虫は RH 　65〜70％以下 で
，
3．5my以下 の

小形幼虫は55〜60％以下で，そ れ以上の 大形幼虫

は60− 65％以下で は何れ も成長 しない
。 食害 を受 ・

け て い る材の 含水量は 14− 18％で
，

こ れ は換気 し

て い な い 建物の 建材の 状態 に
一致する と い う。蛹

期は 2 週間一 8週 間。 羽化 し た成虫が脱出する際 ，

材 を被覆 し て い る もの （例 えば皮革）に も穴 をあけ

る が
， 厚 さ 3．2mmの鉛に脱出孔をあけ た 記録が あ

る 。 ガ ラ ス な どが 障壁 となっ て い る時，そ れ に

沿 っ て 2 〜 5cm堀進ん だ例が ある 。 脱出孔 は真円

で 平均直径 4mm。

　幼虫は軟材硬材 または芯材辺材を問わず食害 し，

ベ ニ ヤ板，柳の 編篭な ど も加害 さ れ る 。 家具 ， 建

材共被害に あい
，

ヨ
ー

ロ ッ パ 大陸で は地下室に英

国で は屋根裏に被害が多い と い う。

2．　ク シ ヒ ゲ シ バ ン ム シ 1〕ti“neurus 　 marmoratus

REITTER ，

　日本産の P娵 η鮒 拇 属 は 本種 1 種 で ある か ら

成虫は 第W 節 の 検索表で 同定で きる ま

　成虫 。 体長3．2− 5．3mm。 第皿節の 終で 述 べ た様

に本種 は本科と して は形態的に甚だ特異で ある 。

　幼虫。（湯浅 ・尾上 1930
， 林 1959によ る 。 ）体長

6mm 。 頭部淡黄褐色，胴部白色 ；全体長い 刺毛 に

被われ，こ の刺毛は胴部で は横列をな し，前褶後

褶上 に それぞれ 3 列で ，各列は更に 2 − 3 列 の 刺

毛か らなる 。 頭部の前頭前縁 は細 く黒褐色，触角

の前方内側 に顕著な 1毛叢が ある 。 頭楯 は台形 ，

両側 中央よ り少し く後方に各 1個の 毛叢がある 。

大腮 は 3歯を具える 。 後胸お よ び腹部各節背板前

縁に短棘横帯 を有する 。 附爪節は 胚節よ り長 く，

外面に 多数の 短い 棘状刺毛を具 えて い る 。

　分布 。 北海道 ， 本州 ， 四国，九州 。 オ ラ ン ダ領

東イ ン ド（現 イ ン ドネシ ア）か ら も記録が ある 。 又 ，

19世紀末 ，
ワ シ ン トン の 国立博物館で 日本か ら来

＊

近似属種に ニ セ ク シ ヒ ゲ シバ ン ム シ Ptilfnastes　geral．

dt （野外性）が ある 。 こ の 種 の 尾節板 は 小 さ く長方形 で

体軸に対 して斜め に位置する 。

た木製の 展示物か ら発生 し，数年後バ ージ ニ ア で

も採集 され，北 米 に も定着 し て い る 様で あ る

（FISHER　1919）。 尚， こ れ は は じめ竹か ら発生 し

た と誤 っ て報ぜ られ た（FALI、1905）。 ス マ トラ か

ら本属の別種が記載 さ れ て い るが，上記イ ン ドネ

シ ア の 記録と共に再検討が必要で あろ う。

　本種は 野外で 枯木か ら採集され て い る 。 建材を

害 した例 はあまり多くは ない 様で，む しろ畳の害

虫 として の 重要性 の 方が高い 。 又 ，
テ ッ ク ス も害

する と言われる。二次的害虫と して本種に寄生す

る ク ロ ア リガ タバ チがあ っ て刺咬被害 を生 じ て い

る こ と は よ く知ら れ て い る
。

3． マ ツザイシ バ ン ム シ Ernobius　mollts 　LINNE

　 日本 か ら本属で は モ ミ ノ シ バ ン ム シ Ernobius

abietis　FABRIclus ，1792の 記録が ある 。 両種 は次

の検索表で区別され る 。

1． 前胸側縁は弯曲 し
， 後縁角は 丸い 。　

…・……

　・…・……………t・………… マ ッ ザイシ バ ン ム シ

　　前胸側縁は直線状で 両側ほぼ平行，後縁角は

　大体直角 。　 …………・…・… モ ミ ノ シ バ ン ム シ

　モ ミノ シ バ ン ム シ は確か に 日本に産す る もの か

否か疑問で ある の で ，こ こ で は 取上 げず マ ッ ザ イ

シ バ ン ム シ に つ い て の み記す 。

　成虫 。 体長2，8− 6．2m皿 （通常 3．5− 4，5mm）。 全体

赤褐色，体上は横臥毛で被 われ る 。 体表は 又顆粒

で 被わ れ る 。 触角末端 3 節を合わ せ た長 さは残り

の 8節 を合せ た も の よ り♂で はや や 長 く♀で は や

や短 い
。 第 6

，
8節 はその 前節よ り短い

。

　幼虫（PARKIN1933に よる）。 体長最大 8mm。頭部

前縁 の着色部 は半円形で後方に広 く伸張 し前頭 の

大部分を被 っ て い る 。 前縁に刺毛 を欠 く。 触角基

部の 後方に 14− 18本か らなる刺毛叢がある 。 頭楯

は幅長さ の 2倍半 ， 前縁角は丸め られ て い る 。 後

縁角 に は夫 々 約11本の 刺毛 を具えて い る。上唇前

縁は中央剔 られ る 。 大腮は 4 （時に 3 ）歯を具 える 。

小腮基部前外角に 2本の刺毛が ある 。 中胸背板前

褶は 2分 され ない
。 後胸背板前褶は小棘よ りなる

横帯 を有し，小棘は正中線上 で 3 − 4列で ある 。

胸部気門は前中胸問の節間膜上 に ある 。 脚 は 5節
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共明瞭 。 腹部背板の小棘は第 1 − 8 節背面，第 9

節背面か ら側面 ， 第10節の側面か ら腹面 に ある ；

第 1 − 6節で は正中線上 で 3 − 5列，第 7 − 8 節

で は少数が散在する ；第 9節で は側面で 多く背面

で ま ば ら
， 第10節で は両側で小グ ル

ー
プ となる 。

腹部気門輪に は甚だ短い 突出部が ある
。

　分布 。 日本 （北海道，本州，四国），シベ リア，
ヨ ーロ ッ パ ，北 ア メ リカ，カナ リ

ー島，ニ
ュ
ー

カ

レ ドニ ア
， 南 ア フ リカ，オ ー

ス トラ リア
，

ニ ュ
ー

ジー
ラ ン ド。

　原産地 は旧北 区と考えられ 約100年前に 北 ア メ

リ カ に
，

1935年頃南 ア フ リ カ に は い
っ た 。 オース

トラ リア 区も人為的に移入 さ れ たもの で ある 。

　生活史。 著者の採集例で は成虫は東京近辺で 5
〜 6 月 ， 岐阜県北部で 6月 に得られて い る 。 松下

（1943）は出現期を 7 ・8 月 と して い る が 北海道で

の こ とか も知れ ない 。 イギリス で は 6月か ら 8月

初め で ある 。 羽化した時，成虫はすで に性的に 成

熟 して お り，羽化数時間後に交尾する 。交尾後 1
〜 2 日で 産卵，産卵は夜間行われる 。 1 ♀の 産卵

数は 平均 20内外で 最高66
， 併 し120個 まで産卵す

る 可能性がある。成虫 の 寿命は ♂♀共約 1 ヶ 月 。

卵期は 10日か ら 3週間で ある が実験室内で平均 13
− 14日 で ある 。 孵化 した第 1令幼虫は体長0．7−

0．8mm。 幼虫の令数はは っ き りわ か っ て い な い 。

幼虫の 作る 孔道の 直径 は は じめ 0．5mm内外で 最終

的に 3．5mm内外に な る 。 幼虫は 樹皮の 深部を食 う

こ とが多い が辺材部 も食 い ，時には孔道が両者の

境 目にあ っ て半半に食 っ て い る こ ともある 。 辺材

の 糞は黄白色 ， 樹皮の 糞は暗褐色。 稀に芯材 も食

する 。 蛹室は通常樹皮と材部の 問の あた りに作 ら

れ る 。 蛹期間は10日内外 。

　こ の 種が加害する樹種は針葉樹 に 限られて い る 。

マ ツ
，

モ ミ
，

トウ ヒ などが被害材と して記録 さ れ

て い る。こ の 種で は材中の 幼虫密度が高 い 時で も

内部を frassする 所 ま で は行か な い 様に 思われ る

が
，

こ れ に つ い ては検討を要する 。

4． ケ ブ カ シ バ ン ム シ Nicobium　 castaneu ”t

OLIVIER

　 日本産本属は本種一一・
種で ある の で 成虫は前出検

索表で同定で きる 。 体長 3．7− 6．Omrn。日本 の も の

は た い て い 体上 に不鮮明な毛斑 をも っ て い る様で

ある
。 触角末端 3 節は長大と な り，♂♀共残余の

8 節 よ りも長い
。 幼虫の 形態は よ く調べ られて い

な い
。

　分布。 日本（北海道 ， 本州 ， 四国，九州），ヨー

ロ ッ パ
， 北ア メ リカ。

　 ヨ
ー

ロ ッ パ で は稀種ら しく重要視 され て い な い
。

材よ りも書籍の 害虫 と されて い る 。 日本で は被害

は 多く酒井（1981）に よ れ ば 日本で 最も重要 な木造

建築物害虫で ある 。 ヒ ノ キの 佛像，マ ッ の 梁材，

佛像台座 ，
ク ス の佛像 （何れ も森1936，1937）など

の 被 害が 報告 さ れ
， 本 を害 した例 も あ る （中根

1966）。古 い 建築物 も被害に遭 い
， 被害材 に は ケ

ヤキ の例 もある 。 著者は昆虫標本箱な どの桐箱が

本種に食害 された経験 をもつ
。 成虫の 出現期は 6

月 〜 8月 と され
， 著者 の 東京及び千葉県船橋市で

の採集例は 7 ， 8月 で ある 。 幼虫は辺材芯材共に

食 し，害が甚だ し い 時 は表面 を うす く残 して 内部

が frass化する点，後述 の オオナ ガシ バ ン ム シ と

同様であ る 。

5． オ オ ナ ガ シ バ ン ム シ Priobium 　cylindricum

NAKANE

　 日本産 の Priobium属 は 本種 1種 で あ る の で 成

虫は第 4 節の検索表で 同定で きる 。

　成虫 。 体長5．0− 6．5mrn。 体幅1．9− 2．4mm。 成虫

の 脱出孔の 直径の 最低は ユ．2mmで ある の で
，

よ り

小さ な個体もある と考えられ る 。 全体赤褐色乃至

暗褐色 ；概形円筒形 ；触角は ♂♀共鋸歯状 で 末端

3 節は長大 となるが
，

そ の 度合は Anobiinae亜科

中で 最 も弱 く
，

こ の 3 節 を合せ た長 さは第4 − 8

節を合せ た長さ とほぼ同長で ある。 翅鞘は長 さ rl；

の約 2 倍 ， 強大点刻よ りな る 10本の縦条 を具え，

点刻は 角ば り両側 に各 1 ヶ の黒色 の 小顆粒を有す

る 。 体表 は直立 した淡黄褐色毛に被れ，や や長 い

曲 っ た 毛 を混ず る 。 腹部腹板 に は 輪状点刻が あ

る 。 ♀は ♂に比 し複眼が小 さ く触角が短い
。

　終 令幼 虫。体長 （曲 っ た状態 で）約 8mm，頭幅

1．9mm．黄 白色 。 頭部は 大体円形 ；前頭前縁 に刺

毛 を欠き，前縁に沿う褐色部 は甚だ狭 くそ の 後縁
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は 直線状 。 大腮は 先端に 3 歯を具 える 。 胸部気門

は大 き く前中胸の 境界にある ；．後胸背板前褶 に は

多数の短棘か らなる横帯を有する 。 腹部の 短棘横

帯は第 1 − 9節前縁に あ り，正中部は第 1 − 6節

で 5 列内外，第 7節で 3〜 4 列，第 8節で は総数

30個内外で 背部 に 限られ
， 第 9節で は中央部で少

な く 2 〜 3列，側部で拡が り背板下縁近 く ま で 達

する ；腹部気 門輪 に は甚だ短 い 突起があ る 。

　分布 。 本州 （東北地方 ， 東京，神奈川 ，千葉，

静岡），九州 。

　静岡県島田市内の 小学校体育館が本種の 加害に

遭い 大被害を被 っ た 。 被害が発見 され た の は 1983

年 6 月で ある が加害は かな り前か ら進行 して い た

様で ある
。 本種の 加害は材の 内部を frass化す る

タイプ で あ っ て，被害材は内部が粉状 と な っ て も

表面は 一見健全で ある の で発見が遅 れ易 く危険性

が高 い
。 被害 を受けた の は床材で，根太，大引き

は杉などの 針葉樹 （軟）材
．
で ある が，床板 は ミズ メ

ザ ク ラ の 硬材で あ っ た 。 こ の床板は大引 き根太の

あ とか ら被害を被 っ た と思われ る が ， 激 し く食害

さ れ た所は 17mmの 厚 さの 板が 8mm内外と な っ て 児

童 に踏抜か れ て し ま っ た 。 そ して
，

こ ・ まで 進行

した段階で は じめ て 被害が発見さ れ た の で ある
。

　 本種は比較的稀種で あ っ て ノ ウ タニ シバ ン ム シ

と同様分布域 の狭い 日本固有種で ある 。 尢 来 こ の

様 な種は 固有の 生態系の 中に組こ まれ て い て ，大

発生 し大害を齎す様な こ とはめ っ たの ない の で あ

るが，こ の 二 種が 同 じ様 に小学校 を対象 と し て 大

害 を及ぼ した こ とは興味深 い
。 すで に第 5節で述

べ た様に気温，湿度 ， 材の 含水量が シ バ ン ム シ幼

虫 の 生 育を規制す る 。 外国 の 種で研究 され た例か

ら見る と こ れ に つ い て シ バ ン ム シ の 生育好適条件

は割合 に狭 い もの の 様で ある。建築物の 建材の諸

条件 は，小学校の 様に建物の構造が単純 であれ ば

あ る程，広い 範囲に わ た っ て 一定 とな り易 い
。

こ

の 条件が た また ま土 着の シバ ン ム シの 生育好適条

件と合致 し，それが少く と も数年以上継続 した時，

こ れ ら ニ ツ の 例に 見ら れ る様な広汎な被害を及ぼ

す こ とになる の で は な い か と思われ る。

6．　ノ ウ タ ニ シ バ ン ム シ （カ ッ ラ クシ ヒ ゲ シ バ ン

ム シ
，

カ ッ ラ ク シ ヒ ゲ ツ ツ シ バ ン ム シ）Ptilinus

cercidiPhylli 　K6NQ 　et　KIM

　 日本産の Ptilinus属 は 3 種で 次に そ の 検索表を

示す （K6NoetK ［Ml937 による）。

1．　体は 暗褐色 ；翅鞘に縦隆条 を欠 く。　
…・……・

　 …・・……………・・… ガ ロ ア クシ ヒ ゲ シ バ ン ム シ

　　　　　　　　　P．galtoisi　K6No　et　KIM，1937

　　体は黒色 ；翅鞘に縦隆条がある 。 　
……… 2

2． 体は よ り幅広 ；♂の 触角は
一

様に 黄赤色，第

　 3節の 枝は よ り長 く，第 4 節か ら先の枝 はよ り

　短 い
。 　 …・・…・・…・… ナラ ク シ ヒ ゲ シバ ン ム シ

　　　　　　　　　　P．　fuscus　GEoFFRoI，1758＊

　　体はよ り細 い ； ♂の 触角は黄赤色で あるが枝

　は暗色，第 3節の 枝はよ り短く，第 4節か ら先

　 の 枝は よ り長 い
。 　 ・……・ノ ウ タ ニ シ バ ン ム シ

　　　　　　　P，cercidtplzylμ　K6No　et　KIM ，1937

　ノ ウ タニ シ バ ン ム シ は初め Ptitiitus　Pectinicornis

と して 記録され たが，実は eercidiPltylli で あ っ た

こ とは 巳に述 べ た。上記の K6NOetK ［M （1937＞が

ナ ラ ク シ ヒ ゲ シバ ン ム シ と した もの は酒井 （1982）

に よ る と真の fuscusとは異 なる とい う 。

　 ノ ウ タニ シ バ ン ム シ は体長3，2m一 4．6m皿 。 触角

は ♂で は櫛歯状 ， ♀で は強 い 鋸歯状 。 北海道 と本

州北部 （新潟県 まで ）に分布する 。 生態に つ い て は

わ か っ て い な い が Pti“n ” s 属 に属 する の で ヨ
ー

ロ ッ
パ の Pectinicomisと同様，羽化脱出後の ♀が

産卵に 際 し再
プ

咐 に穿孔潜入する か も知れな い
。

被害に つ い て は既 に第 5節で 述べ た が，こ の 様な

大 きな事故を惹起 し た種が，そ の 後ほ とん ど研究

さ れ て い ない の は遺憾で ある 。

7．　ク ロ ノ コ ヒ ゲ シ バ ン ム シ Psettdmnesothes　Petl．

ver ” lentus　REITTER

　 日本産 Pseudomesothes属は本種 1種の み で ある

の で 成虫は第 4節の 検索表で 同定で きる 。

　体長2．9− 4，2mm，黒褐色 ，触角は ♂？共強 い 鋸歯

状で あ る 。

　 ベ ニ ヤ板 〔岸井 1956）と佛像 （酒井 1981）を害 し

た報告が それぞれ 1件つ つ ある 。本種に よ る被害
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はあ ま り
一

般的な もの で は ない 様で あ る 。

　次種は確か に 日本に 定着して い る 害虫か否か疑

問視されて い るが
，

ヨ ーロ ッ パ で は 重要な家屋害

虫の …
ッ とされて い る の で

一
応 とりあげる こ とと

した 。

8．　ヒ ゲ ナ ガ ホ ソ シ バ ン ム シ OligomerMS　Ptili−

naides 　WoLLAsToN ，1854

　 日本産 Oligomerus属．は 4 種 ある の で 次 に そ の

検索表を示す （SAKAI　1982　a に よる）。

1． 触角11節。 　 ……一 ・………・一 …・一 ・・…　2
一

　触角10節 ………・……・…・…・…・…………　3

2． 翅鞘の点刻条は細 く浅 い ，間室はだ い た い 扁

　 平 ；前胸側縁の 圧 平部は狭 い ；前胸板 は正中縦

　隆起線を有する
， 前胸板突起は先端尖る ；前基

　 節は相接する　
・…・…

　ヒ ゲナ ガ ホ ソ シ バ ン ム シ

　　　　　　　　 0．ptilinoides　WoLLAsToN，1854
一

　翅鞘 の 点刻条は 強 く深 い
， 聞室 は隆起する ；

　前胸側縁の 圧 平部は幅広 い
；前胸板 に正中隆起

　 線を欠 く， 前胸板突起 は先端截断状 ；前基節 は

　相隔る。　…………・O．　exPlanatus 　SAKAI，ユ982

3． 翅鞘の 点刻条は規則的 ；♂の 複眼は大 き く両

　複眼間の距離は複眼の縦 の 直径 の 65％ であ る ；

　体は細 く小形 （3．3− 3．5mm）。 　…・・……………・・

　
’’’”…’’’’’’’”°’°幽’”……’…’”

　0．chu ゴoi　SAK八1，　1982
一

　翅鞘の 点刻条 は背部で不規則 ； ♂の複眼は小

　さ く両複眼問の 距離は複眼の縦の直径に等しい ；

　体は太 く大形 （4．O− 7．lmm） ……・…・・…………・

　
……’…’’”◆…

　 　 　 アカチヤ ホ ソ シバ ン ム シ

　　　　　　　　　　　 0．ブaPonicus 　SAKAI，　1982

　 ヒ ゲナ ガ ホ ソ シバ ン ム シ は ブ ナ材 を害す る と し

て 図説 され た （中根 1963）。 図説 され た標本 は東京

で採集 された もの と言われ る が
，

・それ以外に本種

の採集記録は ない との こ とで，偶然外国か ら輸入

さ れ た も の と做さ れた （酒井 1982）。 なお，ア カチ

ヤ ホ ソ シ バ ン ム シは 0．brnnneus の 学名で 知 ら れ

て い る が SAKAI（1982　a ）によ っ て 上記の様 に改め

られ た。
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